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【T×
A

C
T

IO
N

】一
学
年 

「総
合
的
な
探
究
の
時
間
」 

S
D

G
s

講
演
会 

四
月
二
十
二
日
（
火
）
、
本

校
氷
上
ホ
ー
ル
で
一
年
生
対

象
の
「SDG

s

講
演
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

陸
前
高
田
市
役
所
企
画
部

企
画
政
策
課
か
ら
講
師
を
お

招
き
し
、
「
陸
前
高
田
市
に
お

け
るS

D
G
s

達
成
に
向
け
た
取

組
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 
 

                

本
校
で
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル
人

材
の
育
成
に
向
け
、
個
人
や
地

域
、
世
界
を
取
り
巻
く
状
況
を

知
る
手
段
と
し
てSD

G
s

に
つ

い
て
の
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

今
回
の
講
演
で
、
生
徒
は
、

陸
前
高
田
市
の
取
組
等
を
理

解
し
、
地
域
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

【T×
A

C
T

IO
N

】二
学
年 

「総
合
的
な
探
究
の
時
間
」 

高
大
連
携
合
同
学
習
会
① 

                   

四
月
二
十
二
日
（
火
）、
本

校
氷
上
ホ
ー
ル
で
「
高
大
連
携

合
同
学
習
会
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

 

二
学
年
普
通
科
の
文
系
Ｂ

コ
ー
ス
（
大
学
・
短
大
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
コ
ー
ス
）
と
理

系
コ
ー
ス
の
生
徒
六
十
七
名

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
本
校
と

連
携
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

立
教
大
学
の
先
生
か
ら
「
高
大

連
携
地
域
探
究
活
動
」
と
「
こ

れ
か
ら
の
探
究
活
動
の
進
め

方
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
生
の
十
四
名
の

方
々
と
も
交
流
を
図
り
ま
し

た
。
今
後
の
地
域
探
究
活
動
に

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

【T
×

A
C

T
IO

N

】
二
学
年

「総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

地
域
貢
献
活
動 

四
月
二
十
二
日
（
火
）、
二

学
年
の
普
通
科
文
系
Ａ
コ
ー

ス
（
専
門
学
校
進
学
と
就
職
を

目
指
す
コ
ー
ス
）
と
海
洋
シ
ス

テ
ム
科
の
生
徒
四
十
五
名
が
、

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
小
友
の
た
ま

ね
ぎ
畑
の
除
草
作
業
体
験
を

行
い
ま
し
た
。 

「
地
域
の
農
業
生
産
物
・
特

産
物
に
つ
い
て
知
り
、
地
域
振

興
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
こ

と
」
を
目
的
に
行
わ
れ
、
充
実

し
た
地
域
貢
献
が
で
き
ま
し

た
。 

  

情
報
モ
ラ
ル
講
座 

                

四
月
二
十
三
日
（
水
）、
大

船
渡
警
察
署
か
ら
講
師
を
お

招
き
し
情
報
モ
ラ
ル
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
座
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
高
校
生
が
直
面
す
る

こ
と
が
多
い
事
例
な
ど
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

顔
の
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
誤
解
を
生
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
、
い
じ
め
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
加
害

者
に
な
ら
な
い
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
、
「
誰
か
を
傷
つ
け

な
い
か
（
不
利
益
を
被
る
者
が

い
な
い
）」「
社
会
的
に
許
容
さ

れ
な
い
か
（
モ
ラ
ル
の
な
い
も

の
で
な
い
か
）
」
検
討
し
、
判

断
す
る
こ
と
で
す
。 

生
徒
達
は
、
身
近
に
あ
る
危

険
に
つ
い
て
深
く
学
び
ま
し

た
。 

九
十
五
回
目
の 

創
立
記
念
日 

五
月
六
日
（
火
）、
本
校
は

九
十
五
回
目
の
創
立
記
念
日

を
迎
え
ま
し
た
。 

「
至
誠
・
錬
磨
・
創
造
」
の
校

訓
の
元
、
知
・
徳
・
体
の
調
和

の
と
れ
た
人
格
の
完
成
を
目

指
し
、
地
域
や
社
会
の
復
興
・

発
展
を
担
う
有
為
な
人
材
を

育
成
し
て
参
り
ま
す
。 

引
き
続
き
本
校
の
教
育
活

動
に
対
す
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
・学
校
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信 

「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
で
は
、
生
徒

の
日
々
の
活
動
や
学
校
生
活

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

毎
日
更
新
を
目
指
し
記
事

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ア

ク
セ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

令和７年度第３号 

八重の汐

今後の地域探究活動に理解を深めました 

本校の公式ホームペー
ジにアクセスするＱＲ

noteにおける本校の

ページにアクセスす

しっかりと耳を傾けています 

草を集めきれいにしました 

質問にもしっかりと答えました 

手作業で除草しました 


